




〈はじめに〉

近年の医療の進歩により腎疾患の管理は大きな進歩を遂げ、さらに周産期医療の進歩と相

まって、腎疾患合併妊婦も無事生児を得ることが可能となってきた。しかし、妊娠中毒症

の発症や胎児発育遅延の合併率は依然として高く、また妊娠分娩を契機に母体腎疾患が悪

化することも稀ではなく、今日なおハイリスク妊娠として重要な疾患である。今回は、腎

疾患のなかで特に妊娠中の管理に注意を要する慢性糸球体腎炎、腎移植、人工透析症例に

関して検討を行った。


